
３ 平成25年度 森町立天方小学校 グランドデザイン

校訓

「勢いのある天方っ子」

静岡県教育 基本目標
「有徳の人」の育成

森町 教育目標

「こころざしを持ち、たくましく生きる
子の育成」

本校の教育課題
○「あいさつ」の習慣化
○仲間作りや人とのかかわりができる子
○粘り強く取り組むたくましい子

○物事を正しく判断し、解決に向けて創意
工夫できる子

体づくり
明るいあいさつの
できる子

心づくり

進んでまなぶ子

知恵づくり

運動をがんばる子

心も体もたくましい子

数値目標
数値目標

◇ 起床就寝時刻(家の人と決める)を守る子 90％
◇ 食事のマナー(食べ方･準備･片付けなど）を守る子 90％

数値目標

数値目標

重点目標 「はっきりと伝えることができる子」

4月 5月 6月 7月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

主な
活動

始業式･
入学式

参観会･
懇談会

1年生を迎
える会

ふれあいの
日

新体力テス
ト
運動会

代掻き
田植え
丸山リレー
宿泊訓練

ちいさなおなべ
の会
三倉小との交流

参観会･懇
談会

袋井北小と
の交流
終業式

森町児童
水泳大会

始業式
(8/29)

泉陽中と
の交流(陸
上練習)

音楽発表会
自由参観会
新体力テスト
児童陸上大会

はず作り･稲
刈り
修学旅行
丸山リレー

脱穀
丸山リレー

参観会･懇
談会

袋井北小と
の交流

持久走大
会

丸山リ
レー
終業式

始業式
もちつき

三倉小と
の交流

丸山リ
レー
6年生を
送る会

参観会･
懇談会

修了式･
卒業式

安全･
安心に
向けた
取組

避難訓
練

引渡し
訓練

交通安
全教室

心電図･生
活習慣･貧
血検査、内
科検診

避難訓練
視力･聴力検査
学校保健委員会

交通安全を語る
会(危険箇所点
検)

生活習慣
病予防講
座

防災訓練
(8/30)
安全点検

学校保健委員
会

避難訓練

就学時健
康診断
薬学講座

地区会 避難訓練

職員会議をはじめ各委員会での計画

Plan Action

児童

児童アンケート
(年5回)

教師
行事反省
職員評価(年3回)

地域
学校評議員会(年3回)
天方っ子を語る会(年2回)

Check

＜全ての天方っ子を全職員、全家庭、地域全体で育てる＞
経営の重点
(1) 人間尊重の精神を基盤とした人間性豊かな子どもの育成
ア 子ども一人一人と真剣に向き合い、子どもの心に寄り添う指導の充実

イ 自己肯定感や自尊感情を高めるため、子どもの心を揺さぶる体験や
自信をもたせる場の意図的設定

ウ 人、もの、こととのかかわりを大切にした活動
(2) 温かさの中に厳しさがあり、組織的に動く教職員集団
(3) 確かな学力の育成
ア 授業の充実(基礎･基本の定着、学習習慣の確立)
イ 学習や生活の場における言葉(コミュニケーション)の充実

(4) 地域や家庭との横の連携を深め、開かれた学校づくりの推進
(5) 幼･小･中の縦の接続を密にし、一貫教育のさらなる充実

「全員参加の学校づくり」Do

(1) 自分の仕事に誇りをもち、熱意をもって子どもに指導する
教職員

(2) 自らの専門性を常に高め、目標をもって取り組む教職員
(3) 子どもとふれあい、信頼される教職員

(1) 子どもにとって･･･行きたい学校
(2) 保護者にとって･･･通わせたい、学ばせたい学校
(3) 地域にとって･･･信頼される学校
(4) 教職員にとって･･･同僚性を発揮し合う学校

○ 規則正しい生活習慣
自分で判断し行動する自主性

○ 食育の充実
早寝・早起きをし、朝ご飯をしっかり食べる生活

土台づくり

○ 人間尊重を基盤とし
た学級経営

○ 道徳の時間の充実

いつでも、どこでも、
だれにでも

相手や場・時に応じ
た言葉遣い

◇ はっきりと、じぶん
から、目を見て、あ
いさつできる子
95%

◇ 「ありがとう」「ごめ
んなさい」が言える
子 90％

○ 授業・読書活動の
充実

○ 校内研修の充実

自分の考えや意見
をはっきり発表

学習のルールの確
認と定着

◇ 聞き方、話し方の約
束を守ることができ
る子 85%

◇ 年間目標読書数
1･2年(120冊) 3･4
年(80冊)
5･6年(5000ﾍﾟｰｼﾞ)

◇ 月例テスト85点以上
100％

○ 体力・運動能力の向
上

○ 運動の生活化

個人のめあてを明確に
した運動

体力アップコンテストへ
の挑戦

◇ 目標をもって運動に
取り組む子 90%

○ 学校だより(月2回)やホームページ(随時)によ
る情報公開

○ 天方っ子支援ボランティアなど地域人材の活用

○ 職員会議など各委員会で、行事反省
などをもとに改善策の検討

○ 修正実践


